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１． 目的 
 近年、凍結融解作用による表面スケーリングの解明、あるいはLNGタンクコンクリートの劣化に着目し
た（極）低温領域までのコンクリートの作用熱による膨張・収縮に関する研究成果が報告1）2）3）されてい

るように、あらためて、作用熱によるコンクリートの特性が注目されている。 

 本研究は、常温から凍結領域までの作用熱によるコンクリートひび割れ発生有無の検討の基礎的資料を

得ることを目的とし、+20℃～‐20℃範囲における JISモルタル供試体（4×4×16ｃｍ）の、主として中心

部および表面ひずみ差について実験検討したものである。 

２． 実験方法 
２．１ 使用材料 
 セメントは密度 3.16ｇ/㎤，比表面積 3260㎠/ｇの普通ポルトランドセメント、および砂は粒径 2mm 以下,

密度 2.64ｇ/㎤，吸水率 0.42％の ISO 標準砂を用いた。 

２．２ モルタルの配合 
 モルタルの配合は、水セメント比を 50％および S/C＝3.0の JIS R 5201 セメントの物理試験方法に準ず

るものである。なお、試験材齢は水中 28日である。 

２．３ 温度ひずみ測定用試験体の作成 
 試験体は寸法 4×4×16ｃｍで、図－1に示す様に 3連型枠（JIS R 5201）を用い、中心部に温度・ひずみ

測定用の標点距離 50ｍｍの測温機能付の埋込み式モールドゲージ（Ｔ社製）を、また、表面にひずみ測定

用コンタクトポイントをそれぞれモルタル打込み前に設置した後、モルタルを打込み作成した。 

２．４ 用いた降・昇温装置 
 用いた降・昇温装置は、内容量 408ℓ で+100℃～-40℃の性能のチャンバーである。
２．５ 温度およびひずみ測定条件 

コンタクトポイント 
 昇降温度範囲は+20℃～‐20℃とし、‐20℃まで
ひずみゲージ性能を考慮し、10℃/hおよび+20℃ま
で約 10℃/hで直線的に比較的ゆるやかに、降温およ
び昇温し、温度とひずみを測定した。また、潜熱現

象を考慮し一定時間 0℃を維持した。さらに-20℃よ
りの昇温開始時の境界条件は中心部－表面温度を同

温度とした。なお、試験体は水中養生後の湿潤状態

で、試験中の乾燥の影響を考慮し、サランラップで

被覆したものと被覆無の２種類である。 
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三連型枠 
３． 実験結果および考察 

図－1試験体作成状況 

３．1 降・昇温性状 
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図－2 試験体の降温・昇温性状 
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表－1 降・昇温時ひずみ測定結果 
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図－２に降・昇温性状を示す。この結果によれば、 

図－3 ひずみ測定結果（被覆有） 
被覆の有無にかかわらず、中心部および表面のひず 
みともほぼ直線的降温収縮および昇温収縮戻りとな

る。この場合の収縮量は表－１の通りで、中心部よ

り表面部が大きくなることが認められた。 

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

25

-600 -500 -400 -300 -200 -100 0

ひずみ×10－6

温
度
(
℃
）

昇温時

表面C

中心部G

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

25

-600 -500 -400 -300 -200 -100 0

ひずみ×10－6

温
度
(
℃
）

降温時

中心部G

表面C
３．２ 被覆の有無によるひずみ性状 

 被覆無のひずみ量が被覆有に比して若干大となる。

（表－１）これは乾燥の影響と考えられる。 

３．３ 中心部－表面ひずみ差について 

 図－３および４に中心部－表面ひずみの測定結果

を示す。この結果によれば最大ひずみ差は被覆有の

場合、降温時で 224×10-6（温度差 5.8℃）、昇温時
で 117×10-6（温度差 5.9℃）、被覆無の場合、降温
時で 223×10-6（温度差 3.1℃）、昇温時で 52×10-6

（温度差 3.3℃）となり、表－１の単位温度ひずみ
量に比して相当大となることが認められた。 
４． まとめ  

 作用熱によるコンクリートのひずみは本研究結果

によれば均等な体積変化とは異なり部位により相違

し、その差は予想以上に大となることが明らかとな

った。このことは作用熱による劣化が凍結融解や

LNGタンクコンクリートの他、自然劣化にも注目
する必要性を示唆するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4 ひずみ測定結果（被覆無） 
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